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過去二 十五 年間に於 け る帚國軍艦の 發達 に就て

正 員 工學傅士 山 本 開 藏

　今 囘造船協 會に於 き まして創立滿 二 十 五 年 の 紀念 大會を催 さ る 丶に 當 り私 に首題 の 樣

な通 俗 的講演をす る樣 に と會長閣下か ら御話 が あ bま し尢 が私 と して は む 斷 わす る方が

勝 ￥で あ 6ま すが 到底斷 か 切れ ない 強の と考 へ ま し尢 の で あ 引受致 しま して 茲 に暫 く皆

嫌 の 御 清聽 を汚 す次 第で あ bま す 。

　此 二 十 五 年 間の 中最初 の 五 年間 の 事 は去 る 明治三 十 六年 に 大 阪 に於 て 造 船協會 の 大會

が あ bま し尢 際故 左 双左挿君が 「最近の 帝國軍艦 に就 て 」 と申す題で 講演せ られ て 居 う

ます し共次 の 十年 間の 事は 大 正二 年神 戸に 於 て 造船協會阪 神倶樂 部の 大會の 節近 藤基 樹

君が 1最近十 年 聞建 造の 帝國軍艦 に 就 て」 と云 ふ題 に て 講演せ られ て 居 うま す の で 其 後

の 十 年 間許 の 事 を 申上 げれ ば二 十 五 年 聞の 事は分 る の で あ bますが 演題 に 二 十 五 年 間 と

あ ります の で 少 し く重複 に 渉 る樣 な嫌 もあ b2 すが 初め か ら申上 る こ と と致 します 。

　改 め て 申す迄 もな く本 題に て申上 る 事 は 歴 吏的 の 事柄 や 數字 的 の もの で 技術の 方面 の

面 自味 は少 な い の で あ りま して茲 に 掲 げ尢 る （末 尾添 附）表 及圖 を御覽に なれ ば大概御分

bに な る の で あ bま すか ら申上 る こ とは極 め て 簡 單 に致 し2 す 。

　便 宜上 各艦 種 別 に 共進歩 發逵 の 概 要 を申上 げ ます 。

戦 艦

　過去 二 十 五 年 間に建造 され た る戦艦 は 總 數十八隻其排 水量三 八 九 ， 四 六 〇噸 馬力 は 約

五 十 萬 に上 り2 す 。

　本 會創立 當時 即 ち明治三 十年 九 月 に は 我 海軍 の 戦 艦 と して は英國 で 建 造 しま し尤 富 士

と八 島が 出來上 つ て 領收 し尢 ば か うで あ うま す尤其 以 前に 鎮遠 と 云 ぶ 艦が あ bま し疫 が

是は 皆 樣御 承知 の逋二 十 七八 年 戦役 の 捕獲艦 で 我 海軍 で建 造 しプ窃 の で は あ うませ ん の

で富 士 と八 島が 帝國海軍が建 造 しカー 番初 めの 戰艦 で あ b2 す此二 艦 の 建 造豫算の 成立

に關 して一 寸變 つ 尢 御話が あ bます 夫 は此 二 艦 の 豫算が 明治二 十 六年 の 第四 議會 に 於 て

内閣 と議院 との 折合 が 甘 く行 か な くな つ て途 に 衆議院で 削 除 され尢 の で あ bま す 。 明 治
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天 皇陛下 に於 か 廿 られ ま して は斯 くて は 國防上 由 々 し き大 事で あ る との 御思 召 か ら特 に

詔 勅 を賜 は う六 ケ 年 間三＋ 萬づ 丶御 内帑 金 を御下附 にな b獪一
般官 吏か らも同年 間俸給

の 一 割 を製 艦 費補足 と して 出す樣 に との 事 で あ うま して衆 議院に於 て も豫算 を再 議復活

させ だ歴 吏が あ る の で あ うます 此 二 艦の 要 目嫁別表に て御覽の 通 うで 今 日 よ り見れ ぱ實

に小 さな戰艦 で あ りますが共當時に於 きま して は東洋Pt− 一で あ bま して 日本 に 囘航 の 際

に 「ス ユ ス 」蓮 河 を逋，過 す る こ とが 頗 る 困難で は なか ら うか と問題 に され た 位で あ bt

しプヒ。

　次 で 明治三 十 三 年 か ら三 十 五 年 にか け て敷 島 、 朝 日 、 初瀬、三 笠 と云 ふ 順 に 出來 ま しn

其要 目は 別表 に御寛 の 逋 うで あ bま し て 内容 に 於 て は 一
隻 づ 丶建 造者 が違 つ て居 う2 す

允 め 多 少 づ 丶違 つ 尢處 も あ bますが 先 づ妹 姉艦 で あ b2 す 、 其中三 笠丈 は 註 文の 時 期 溶

少 し遲れ 竣工 B 一番 後れ て 居 る と云ふ 關係 か ら甲鐵 板 の 材質や 其配 置が他 の 三艦 とは 變

つ て 居 ゲます即 ち 甲鐵 の 質に て 申せ ぱ 敷島 、 朝 日 、 勠瀬の 三艦 の も の は レ ・ 一 ヴ ＝一 ド 、

a
ッ ケ N 、 ス テ ー ル 「で あ bま し鬼 が三 笠 の もの は更 に改頁 せ られ だ る 「ク ノV ッ プ 、 プ 卩 t

ッ

メ 」 に 依 O製 造 され だ もの で あ bます叉共配 置の 方 を申せ ぱ 前 の 三 艦 に於 て は舷 側 の 甲

鐵 は水線 甲餓 の 上 に只 一
列丈 あ bま し て 甲鐵 の 上端 は 中甲板 で 止 つ て居 bま して 副砲 は

上 中甲板 間の 略 の も上 甲板上 の も の も皆 「lt　一　pt
、

メ　
．− h 」と申す小 さ な防禦 區劃 の 中 に

一門づ Y 別 々 に 牧つ て 居ま し尢 が 三 笠 に於 て は是 迄中 甲板面 で止 つ て居 ゲま した 舷 側 甲

餓 を更 に
一

段 高 め て上 甲板 ま で 延ば し中 甲板 間に 防禦 され た る箱 形 の 一 廓が 出來其 中 に

中甲板 の 副砲 を收 めた の で あ b2 す上 甲板 上 の 副砲 は從前 の 遘 6「ケ ース メ ー ト」内 に あ

ゲま し尢 此 防禦の 方 法 は其 後最近 まで 各國 1こ て探用 され て居 b2 し元 。

　次 に建 造 され ま しteの は鹿 島 、 香取 （NJ］治三 十 九年 後竣工 ）の 二 隻 の 姉妹艦 で あ らま す

此兩艦 に於 て は今 迄 の 戰艦 よ b は 攻撃 カガ著 し く塘 して居 bま すそれ は從 來 の 戰艦 に て

は 主砲 は十 二 吋 砲 四門に 限 られ て 居 ま し尢 が 此 兩艦 に 於 け る 主 砲十二 吋砲 四 門の 外 十 吋

砲 四門 を加 へ 副砲 尢 る砲 は敷 島級 に 比 し僅 力》に二 門 を減 した の み で あ る 爲 め で あ 5腰す

夫 に速 力 も敷島級 よ 酔 ド節 を墫 し ま し尢 其結果排水 量 は
一

六 ， ○○○噸附近 に上 b ま し

尢 此二 艦 は 英海軍 の 「キ ン グ Z ド ク　 一一ド七世 」級 と略時代 を同 う して 居 bます が砲 力は 當

方 の 方 が 少 し優つ て 居 うま す何れ も今 日 の 所 謂 弩級艦 に達 す る第一歩で あ b ま す其 次 が

薩摩 及安藝（明治四十 三 年及 四 十 四 年 竣工 ）で あ bま して 此二 艦 d 最初 け姉妹艦 と して設

計 され た の で あ bま すが仕 事の 都 合で 安藝 の 方が著 手が一年 ぱ力功 後に な b2 しだ の で

其 間 に艦型がi變更 され ま して純 然 尢 る姉 妹繿 では な くな b唆 し尢 圭 砲は何 れ も十 二 吋 砲
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四門十 吋砲十二 門で あ ウ要 すが 副砲 は薩麈に 於 て 四 ・ 七 吋砲十 二 門 の もの が 安藝 に 於 て

は六 吋砲 八 門 とな b防輿 も安藝 の 方が舷側上 列 甲鐵 及 砲廓の 甲鐵 が厚 さ二 吋 膾され て 居

b塗す 夬 に主 機 械 も薩摩 の もの は 「v シ プ ” ケ 」 チ ン グ s 亀 ン ジ ン 」で あ うます が 安藝 の

毛の は 「カ “ ＋ ス 、 タ IV ピ ソ 」 に な bま して 馬 力が著 し く鳩 し ましn の で 速 力が一 節画

分の 三 増 して 居 うます尤 も排水量 竜安藝 の 方が 四百五 十 噸増 して居 りますが艦 の 勢力 の

鳩加は排水量の 墳加 しte割合 の 比で は あ b2 せ ん 。

　鹿島、 香取
『
まで の 戰艦 は總 て外 國で建 造 され 要 した が （尤 も鹿 島、 香 取 に於 き2 して

・帖根本設計は我海軍 よ う與 へ られ 尢 の で あ うま す ）薩摩 、 安藝 た至 う2 して は純然 n る

日本 の 設計 に墓 き海軍工 廠 に 於 て全 然 日本 人 に 手で 建 造 し材料 も大部分は 内地 品 を使用

しブ〜の で あ bR す それで 薩麈 の 進 水 の 際 に は果 して無事 に進 水が 出來 るか ど 5 か と云 ふ

黜 ζ關 し横濱に 居 る外 人 間に賭が あつ た と云ふ こ と で あ bま した 今 日 よ う見れ ば 實 に馬

鹿馬鹿 し き話 で あ bますが か か る事 もあ つ た の で あ bま す 此二 艦が 今 日 の 弩級艦 に逹 す

る第二 歩 で th　bます 。

　次 の 戰艦 は 河 内 、 攝 津（明治 四 十五 年竣 工 ）で あ りま して 主砲 と して十 二 吋 十 二 門副砲

として 六 吋砲 ＋ 門四 ・ 七 吋砲八 門速 力二 〇 節 と云 ふ 威力 を有 し防禦 も叉 敷島以降 安藝 に

至 る ま で は 水線 甲鐵 の 厚 さ九吋で あ b2 し疫 が本艦 に至 つ て 十 二 吋 に な bま し7Z尤防鱈

配 置 が 異 なつ て居 る 結果防禦 力が 九 と＋ 二 の 比 に な つ て居 る とは 申せ ませ ん が前 よ らは

優つ て居 る こ とは 事實 で あ b2 す 此二 艦 が我 海軍 に 於 け る最初 の 純然 た る弩級艦 で あ う

9 す此 弩級艦 と申す語 は 新 聞 な どに も あ うます か ら大抵皆樣御承 知 と存 じ2 すが或は 中

に は御 承知 な い 方 も あ る か も知 れませ ん と考 へ ま す の で 一 寸詭 明致 しま す英國海軍で一

九〇五 年乃 至 六年 の 問に 「ド レ ッ ド ノ 冖 ト」と云 ふ 艦 を造 りま しπ が此艦 は 日露戰 役 の 戦

訓に 基 き設計 され π も の で あ う2 して在來 の 戰艦 と全然趣 を異 に して 居 bま して 中口 徑

副砲 を全廢 し其 代 うに主 砲 の 數 を塘 し併 も共總 て を同一 大 の 口徑 の もの とな し著 し く砲

力を塘 加す る と同時 に速力 誌從來 よ b も著 し く垉 加 し2 し尢 の で 其 威 力が急 に塘大 しま

し力 結 果從來 の 戰鑑 は 迚 も傍 に 慾寄 b付 けない 程 の 有樣 で
一 時 に 時 代後れ の もの に な っ

て仕 舞つ ft云 ふ 位 に艦型 を一
新 し尢 もの で あ bま す其 後各 國共 競 うふ て 此艦型 の 噛の を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

造 る と云 ム事に な 62 し尢 此 艦型 を弩級艦型 と申す の で あ ります其 後圭砲 の 口 徑十 二 吋

が 十 四吋 に な う更 に進ん で 十 六吋 に も な b其砲數 も垉加す る と云 ふ 標に な 62 しカ の で

「ス ーパ ー
、 ド v ッ ド ノ ー ト 」即 ち譯 して超 弩級な ど云 ム語 が 出來 更 に最近艦型が一層堆

大 した る尢 め之 に對 し超 や弩級な ど云 ふ 語 を使 つ て居 る 人 B あ b2 す 。
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　 此英國の Lrv ッ ド ノ
』

一 ト「に て は主 砲＋ 門 の 中六門 は 艦 の 中心線上 に据 付 け られ 左右

兩 舷に打 て る樣 に な つ て居 b殘 b四門丈が片舷こ 門つ つ 配備され て 居 b ま して 組數＋ 門

冲 八 門迄 は 片舷 に 打 て る 樣 に なつ て居 うます河 内級 に て は 圖面 に て御覽の 通 う砲數十 二

捫 あ る に 拘 は らず 片舷 に打 て る 砲 は 矢張 b八 門丈で あ bま し疫 此 に は 種 々 理 由 もあ bま

し尢 の で すが今 よ b考 へ れ ば少 し く割 の 惡 い 配 置で あつ 左樣に 思 は れ 2 す其 後 の 弩級緩

は 日 、 英 、 米 と も主 砲 は 其 全部が 兩舷 に打 て る 樣 に配備 され て居 6ま す叢 に 河内級 で 自

．慢 して も よ か ら う と畢ひ ま す こ とは 「Fv ． ） ノ ー ト」で は 中口 徑砲 を廢 しま し泥 の で す

が 河内級で は 依然之 を存 して 置 きま し泥 と云 ふ 點で あ b2 す英國海軍 で 略後 に 至 り驅逐

艦 を撃破 す る に小 口徑砲丈 で は 滿足 出來 な い と見 へ 2 して 我海軍 の 例 に倣 ひ再 び 中 白徑

砲 を備ふ る こ とに な う2 し穴 。

　 其次 が扶桑 、 山城 （大正 四 、 五 年竣工）引績て伊勢 、 日向（大正 六 、 七年竣 工 ）の 四艦 で

あ bま して 前の 二 艦 と後 の 二 艦 とを比較 す るに圭 砲 は何 れ も＋ 四 吋砲 ＋ 二 門 副 砲 は 抉

桑 、 山城 に て は 六吋砲十 六門伊 勢 、 日 向に て は五 ・ 五 吋 砲二 十 門で あ b ま し て 圭 砲 の 配

置及 防禦 の 一
部 に相違す る點 もあ う速 力 も後の 二 艦 の 方 が 雫節ばか 6槍 して居 b2 すが

何 れ 慾所 謂超弩級艦 で あ りま して 勢 力の 塘 加は主 力艦 勢 力壇 加 一 覽圖で 分 う2 す通 b從

來 の 艦 に比 し急 に著 し く塘加 して 居 る の み な らず之 を同時代 の 列 強 の 戦 艦 に比 して も遜

色 ない の で あ bR す婁 ろ一
歩 進ん で 居 る と云 ふ て よか らう と思 ひ ます 。

　 此二 十五 年 の 期 間の 最後 に 竣工 しま し尢 の が 長 門 、 陸奥の 二 艦 で あ 6ます此二 艦 は前

の 四艦 よ り唱更 に大 きく排水量 は三 三 ， 八 〇 C 噸 に 達 し主 砲 は 其 數 に 於 て は 八 門に減 し

ま し尢 が其 口徑 は十 四 吋 よ b十 六吋 に 進み 2 し疫 の で其威 力 は 前 よ b も勝 っ て居 b9 す

副砲 は伊勢級 と同 じ く五 ・ 五 吋砲二 十 門で 攻撃 力の 強 きの み な らず 防禦に 於 きま して は

英獨 海戦 の 戰訓や 内外 に 於 け る 諸實驗 の 成績 に 鑑 み 大 に 面 目 を改 め 尢 る點 もあ りま して

今 日實現 して居 b2 す世界 の 戰艦 中で 最強 の もの と云 ふ て差支 ない と考 へ ま す 陸奥 を廢

棄 す る や否や と云 ふ 事が華盛頓 に 於 け る軍 備制限 0 會議に 於 て八 釜 し い 問題に な bま し

尢 こ とは 皆樣 の 御記 憶に 新 だ なる と こ ろで あ ba すが其 際陸奥存 置 を決 す る 爲 め に權衡

上英 國で は 新に主 力艦二 隻 を建 造す る こ ととな 6米 國 as亦一旦 廢棄 す る こ とに極 め た 戰

艦 中二 隻 の 工事を續行 す る こ と となっ た の を見 ま して も如何 に英、 米海軍 が陸奥 を重 大

靦 して居 るか と云 ふ 一
端 が分 るの で あ b2 す 。

　 長門 、 陸奥に次で 加 賀 、 ±佐 の 二 艦 が建造 に着 手せ ら起 共に 昨年 末 に は進 水 しR しカ

、が 完成 を俟 R ず し て磨棄 せ ら る 丶 こ とに な bま した の で如 何 な る艦 で あ るか と云 ふ こ と
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を委 し く申上 げ得 ざ る を遘滅 と致 しま ナが進水當時發表せ られ 尢 る要 目 を申上 ま す れ ば

次 の 逋 6で あ 6ま して長門、陸奥 に比 して又 一層強 力 の 勉の であ bます 。

砲

砲

雷

主

副

魚

　

　

水

量

　

　

　

水

長

幅

吃

排

襲

　
械

力

兵

　

機

速

七一 五 呎

一〇 〇吠

三 〇眠 九吋

三 九 ，九 CC 噸

十 六吋砲 　　 ．　　 ，　　 二 〇門

五 ．五 吋砲　　
・
　　 ’　 − C 門

　　　　　　　　　　　 八 　門

四 軸 、 「オ ー〃
、
ギ ヤ ℃

タ ル ピ ン 」

二 ＋ 三 節

巡 洋戰艦附装甲巡洋艦

　過 去 二 十 五 年 間 の 期間 に 於 て 我 海軍 に て 建造 され ま した 巡洋戰艦 と名 の つ く艦 は 四 隻

一 一〇 ， ○OC 噸 馬力二 五 六 ，○ ○ ○装 甲巡 洋艦 と云 は れ て居 bま す の が十 二 隻一二 九 ，二

四 一
噸 馬 力二 二 七 ，七五 〇（此 中 に 日進 、 春 日 を含ん て 居 うます ）で あ うま す，，

　一體 巡洋戰艦 と云 ム 語 は合 の 子 の 語 で あ 6ま して英國海 軍 に於 て「ド V
ッ ド ノ ー ト」 に

次 て 「イ ン フ V ッ キ シ プ ノレ 」級 と 申し て艦種は 弩級に 屬 し同時 に遞力二 ＋ 五 節 と云ふ 快 速

の 裝甲巡 洋艦 を造 6 棲 し疫 頃 か ら用 い られπ語 であ りま して 戰艦 の 攻 撃力 と巡 洋艦 の 速

力 とを併 有す る艦 を云 ふ n の で あ b2 す 共意味 か ら 申 します る と我 海軍 の 筑 波 、生駒 は

蓋 し世 界 に 於 ける 巡洋戰 艦 の 元 租で あ うま す唯其時 代 に は左 樣云 ふ語 が 使はれ なか つ 尢

と云 ふ 丈 で あ bま す此 巡洋戰艦 と云 ふ もの 9 元 々装 甲巡洋艦 中の 一種 で あ うます か ら茲

に は便 宜上 裝 甲巡洋艦 と
一

緒 tc御話致 しま す 。

　 我海軍 に 於 け る 最初の 装 甲巡 洋艦 は 明 治三 十 一 年 1こ出來上 つ だ 淺間で あ りま して 本 會

創 立 の 時代 に は未 だ 船臺 の 上 で 工 事中であ bま し7？其要 目は 別表 に て 御 覧 の 逋 ウて 別 に

改 め て 申上 る 程 の 事 は あ 6 ませ ん が 唯共當時 の 諸國 の 同 種艦 の 中 で武装が強か っ n の が

特徴 で あ う2 した引績 き常 盤 、 八 雲、吾妻 、出雲 、磐 手が 出來 て來 ま し尢 又 日露戰 役 の

直前 に 日進 、 春 日 の 二 隻 を購入 致 し設 し尢が 之 は 急場 の 場合他 國 が建 造 し て居 つ 力 出來
層
合 の を我 海軍 で買入 れ允 の で 特 に建 造 させ 跿 もの で あ ウ響 せ ん 。

　 此等の 艦 が 日露戰役 中戦線 に 立 つ て 働 き2 した の で あ b按 すが 戰線 に 立 つ て見 2 す と一
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攻撃力の 不足 を域ず る の で あ bますが去 b迚速力 も盤 う下 げ尢 くない と云ふ 兩面の 要飛

か ら して 止 む こ と を得ず 防禦 は 弱 くと も仕 方が ない 巡 洋艦の 速 力 と戰艦 の 攻撃 tJを併 有

し力艦 型が望 ま しい と云 ム の で案 出 され ま して築 波 、 生 駒 となつ た の で あ b2 す其要 目

tt別表 に 御覽 の 通 6で あ ります此が巡洋戰艦 の 始 ま b で あ bま す併 も此二 艦 は 内地 で 建

造 され 尢 大艦 の 始 ま ウで あ うます其時迄 に内地 で 建造 しπ 一一番大 きい 艦 は 橋立 （明治二

十 七 年竣工 ）で あ b懐 して 其排水量四 ， ニ
ー

○噸で あ b ま す 夫 が 一足 飛 ：ebl 水量 一三 ， 七

五 C 噸 と云 ふ 其當時 に於 け る大艦 を建造す る こ と に な つ 尢 の で あ bま す か ら非 常 な進 歩

で あ bま す勿 論其 間に 十 二 、 三 年 の 隔 うが あ bます けれ ども其 聞に 内地 で建 造 し疫艦 の

數 量は極 め て 小 數で あ b2 すか ら此 間に 我邦 の 造船技術を向上 して 大艦 を遺域 な く建 造

し得 る樣 に 導い 尢 と云 ム 事 に封 して は 如 何 に 我 φ の 先輩 諸 芒 が苦心 研 究せ られ 尤 か と申

す こ とが思ひ遣 られ るの で あ bます 。

　次 に 更 に攻撃力 を∫曾 した 鞍馬 、 伊 吹（明治 四十 二 年 、 四 十 四年 竣工 ）が 出來 ま しだ 此 二

艦 は主 砲 と して 十 二 吋砲四 門 を有 す る 外 に八 吋 砲八 門 を備 へ 副砲 と し て 四 ・ 七吋砲十 四

門 を有 して居 62 す其 上 に速 力 も筑 波級 に勝 つ て居 bま す其 中で も伊吹 は 途丱投 計 を變

更 し「タ ル ビ ン 」機械 を採用 しま し尢 結 果速 力は 鞍 馬 よ うも一 節孚早 く なつ て 居 b2 す 。

　其次 に建 造 され ま しカ の は 金 剛級巡洋艦 四隻 （大 正 二 年乃至 四年 竣工 ）で あ b2 して

其第
一艦 だ る 金剛 は技術輪入 と云ふ 意味 で 英國の 「ヴ ィ 。 カ ー ス 」會示上に 註 文 せ られ 當方

の 根本要 求に基 き英國海 軍 に於 け る巡 洋戰艦建造 の 經驗 を加 味 し2 して 「ヴ
ィ 。 カ ース 」

會胱 の 技 師が設計 した もの で あ bますが主砲 は 其 當時 英國海軍 で 戰艦 及巡 洋戰艦 に探 用

して 居 bま し尢 十 三 吋孚砲 よ b も災 に 大 な る十 四吋 砲八 門 で あ b2 して夫 れ に副砲 と し

て六 吋砲＋ 六 門 を持 つ て 居 6ます の で 當時 の 英國海軍 の 巡 洋戦 艦 に 比 し
一

雇強 力 な もの

で あ 6ま す 尤 も舷側 水線 甲餓 が
一 吋薄 く速 力 も孚 節許 低 い の で あ う2 す か ら艦 会體 と し

て優劣の 點 は 別 問題で あ うます茲 Cこ U’ 前 に 申上 げ ま し尤 我海軍 の 艦 が 攻撃力に 於 て 他 國

の 艦 に勝 つ て居 る と云ふ 特徴が 出 て居 る の で あ bま す 。

　此巡洋戰 艦 と云 ふ 艦種 に 於 きま して は前 申ま した 逋 り攻 撃 力及逋 力 に 餘 b に 重 き を 置

き其爲 め に防禦力 を犧牲 に しR の が弱點 で あ 6ま して其結 果 が大 正 五 年五 月 三 十 一　Elの

英獨 間 の 「ジ ヤ ツ ト ラ ン ド」 海戰 に於 て現 は れ ま した 英 の 巡 洋戰 艦 「
’
ク ヰ ン メ ー り 一」

は交戰僅か に＋ 五 分ば か b に て 撃沈 せ られ 次 で 間 噛 な く 「イ ン デ ワ
ァ

チ ゲ ープ ノV 」も同樣i

の 運命 に 遭遇致 し設 しn 我 海軍 に於 き2 して も次 の 巡洋戰艦 天城 、 赤 城 の 設計 の 決定 せ

ち る る迄 は種 々 の 議論 があ う駿 して 外國 で も非常 な大速 力 を有 す る 艦 が出來 る か ら我 海
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軍の 巡洋戰艦 も之 に劣 らぬ 樣 な速 力が欲 しい の で あ．62 し尢 が前記の 事柄 に鑑 み巡戰 と
・

雖 も防禦 を苟 にすゐ こ とは 出來 ませ んか ら天城 級に於 て は 速 力は 戰艦 に比 し幾分 の 優 速

を有す る位 に止 め防禦 力に 相 當 の 注 意を拂ふ 允 もの が設 計せ られ横須 賀及呉 の 二 工廠 に

於 て陸上 工 事は相 當に進 み ま し尢 の ですが軍備制限協約 の 爲 めに 未だ進水 す るに至 らず
’

して航 室母 艦 に變更せ らる る こ とに な 6ま し允の で 巡洋戰 艦 と して の 要目は 申上 る 自由

を得 ませ ぬ 。

航 　空　母 　艦

　航 室母 艦 は 申す迄 もな く最近 に 出現 し尢 もの で あ bま して 近 頃飛 仔機が急速 の 發逮 を

致 し之 を運搬 す る途 さへ 付 けぽ 大 洋 中に於 て も敵情 の 偵 察叉 は 爆 彈 の 投 下水雷 の 發射等

を行 ひ海戦 に 利 用 し得 る 道が多 々 あ ります の で 之 を戦地 ま で 運搬 して 飛場せ しむ る こ と

並 に任 務 を終 つ た 慾の は 悉 く之 を艦 上 に收 容す る こ とに し7aい と云 ふ の であ 6ま して飛

行 機 を艦 か ら飛揚せ しむ る こ とは左程 困難 な問題 で は あ bませ ん が艦 上 に歸著せ しむ る

と云 ふ こ とが非常の 難問題で あ b2 して 英國海軍 で は先年來 軍艦 や商船 を改 造 しnbSC

特 に始 めか ら其 目的で 建 造 しn6 して居 b一
ます が未だ に十分 に信頼 し得べ き艦 型 に 到 達

せ ぬ 模樣 で あ 62 す現 に華府會議 に於 き2 して as現 に出來 て 居 る asの 5Ctt著手中な る航 ．

塞 母艦 は 何 れ の 國 の もの も實驗 時 代 に 過 ぎぬ か ら此等は 總 て制 限外 に置 く と云 ふ こ とに

決せ らirL7，a位 で あ bます我海軍 で も 目下
一隻建 造中 で あ bR して 本年 中若 は 來春 早 々試．

驗せ らる る 程度 に進ん で 居 りま す未成艦の 事で 委 し き御話は 出來 ませ ぬが昨年 進水 當時・

發表 され 尢要 目は …爽の i通 Oで あ うR す 。

長

幅

吃　水

排 水量

速 　力

巡

　 五 一
〇 呎

　　六二 眠

　　 二 〇呎 三 吋

九 ，五 〇〇噸

　 二 十 五 節

洋 艦

　過去 二 ＋ 五 年 間に建 造 さ　n7Z る巡 洋艦 は隻數 二 十 一排水量九六 ， 二 五 二 噸 馬力約
一

， ○｝

OO ， ○○ ○で あ りま して 此期間に於て 一 番最初に 出來R の は 明 治三 十 年 に 竣工 の 高砂

で あ bます其要 目は別表 に あ る 逋 bで あ bま して英國「ア ー ム ス ｝ ロ ン グ 」會瓧 で 造 られ
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塾 」

尢 の で あ b ま ず績 で翌年 に 至 b千歳 、 笠置 の 二 艦が 米國か ら出來 て來 ま し尢 が此 二 隻 と

脇 兵器 は英國で 搭載 し7tl　S の で あ 6ま して船體 機關丈が 米國 で 出來 たの で あ りま す排水

量 其他 の 黙 に於 て三 艦 と も大分違つ て居 bますが何れ も我 海軍 の 提 出 し疫 同一 の 要 求 に

基 き設計せ られ 尢 もの で あ ら9 して製造所 が異 なつ た爲 め に 相 違が 出來 尢 の で あ bま ナ

此三 艦 が外國で 建造 し尢最後の 巡 洋艦 で あ ウま して其後の もの は 皆 内地 で建 造 され て居

6ます 。

　高砂 と同年 に 明石 が横須賀 で 竣工 しま した 別 表 で御 覽 の va　b此 艦 は前 の 三 艦 に 比 し勢

力は大 分劣 っ て居 b2 す夫 は一 つ は竣 工年度 は 同一 で も設計 の 時 代 は 二 、 三 年 宅前 に あ

る の と も う一 つ は 巡洋艦 は戰艦 な どと異な う用途が一定 して居 b ませ ん の で 目的に よ b
變 は つ 力 者 が設計せ ら る る の で 戰艦 の 如 く必 し も時代 を逐 ふ て漸次 に 勢力が増 して行 く

と云ふ の で あ bません の で 折 々前の 時代 の 者 の 方が 勢 力 の 大 なる場合 が あ bま す の で す

　共後新高 、 對 馬（明治三 十 六 年 竣 工 ）昔 朋（明治三 十 七年 竣工 ）利 根 （明 治 四 十三 年 竣

工 ） と申す艦が 出來 ま しプこが此等 の 艦 に 就て は 改 め て 申上 る程 の こ と はあ 6ませ ぬ 。

　共次 に 明治 四十 五 年 に 至 b筑摩 、 卒 戸 、 矢矧の 三 姉妹繿が 出來 ま し尢 姉 妹鑑 と申 し 窪

して も矢矧 丈は 「タ ノレ ビ ン 」 の 式 が他 の 二 艦 と變つ て居 Oま す此 三 艦は英 海軍 の 「シ チ

ー 」級 rl
　
1の L ヤ　・一マ ス コなど巾す艦 と同時代で あ 6ま して 兵装 は 同 一で あ bま す が速 力は

一節早 く併 も排 水量 に於 て 日本 の 方が少 し小 さ く出來 て屠 うます我海 軍 の 巡 洋 艦 中 で

「タ ノ
レ・しご

・
二〆 」を採用致 しま し泥 最初 の も の で あ うま す從 て 速力 も其前 に 出來 尢 一

番速 力 の

大 なる 利根 の 二 十 三 節に 比 し一一躍三 節 を増 して二 十 六 節 とな うま しカ 。

　次 の 巡洋艦 は 天 龍 、 龍田 で あ b ます （大 正 入 年 竣 工 ）此 は 巡 洋艦 の 中で も輕巡洋 と申

す部類 に 囑 し極 め て 輕快 な％の で あ 6ま して寧 ろ嚮導驅逐艦 と云 ふ 方が適 して 居 る の で

あ うま す一寸 英海軍 の 1
’
一　 一 ロ ラ 」級 を模倣 しプこ設計 の 樣 に も見 へ ま すが共實は そ うで

な い の で あ bます 若 し張 て 「
’
オ ー 卩 ラ」 級 を模倣 した もの と致 しますれ ぽ 所謂出藍 の 譽

を荷 ぷべ きも の で砲 は彼 の 六 吋砲二 門 、 四 吋砲入 門 を備 へ て 片舷 の 砲 火 は 六吋砲 二 、 四

吋 砲 四 なる に 對 し我 は 五 ・ 五 吋 砲四 門 を悉 く艦 の 申心 線 上 に備 へ 何 れ の 舷 に も五 ・ 五 砲 四

鬥 を有效 に 使 用 し得 る樣 に なつ てノ、｛訪 2 す の で 砲力 に は 大差 な く魚雷畿射管は 彼の 水 中

二 門に 對 し我 は 水 上 で あ b一
ますが ． 六 11『を有 し速 力 に於 て は 彼 の 二 九 節に對 し我 は 三 一

笛 と云 ふ の で あ bます尤 も何 も彼 も彼 に優越 して 居 る と申す譯 に は參 うませ ぬ の で 防禦

の 點 に 於て は 厚二 分 の 一吋ばか b當方 が劣つ て 居 bま す併 し なが ら英艦 で は燃料 はk 部

重油 で あ bま す る の に我邦 で は 粛 油 の 供 給 が豊富で ない の で 大 部分之 を外 國に 仰 ぐの で
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あ bま すか ら萬一 の 場 合 を慮 う或程度迄 け石炭 で 動 けな くて は な らぬ と云 ふ 要 求が あ う
’
1

2 して 非常 の 不利 の 立 場に あ る の で あ bま すか ら共邊 を考慮 し
’
ますれ ば 設 計に 於 ては 決

して彼 れ に劣 らない 否寧 ろ 一歩進ん で 居 る と申 す こ とが 出來 る と信 じて 居 りま す 勿論 こ

れ に は 造機關係 の 設計者 に 於て 非常 tc努力せ られ 7ets果で あ b ま して 獨 b我 々 造船家丈

が 功 を私す べ きで は あ うませ ん 。

　前記 の 速 力 で は 大洋 中に て巡洋 戦艦 に遭遇 しn 場合 に 1ゴ到 底逃 げ了はせ る事 が 困難で

あ るか ら もう少 し之 を塘 し尢 い と云 ふ の と攻 撃力 も も う少 し塘 し尢 い と云ム の で球磨級

が 設 計 され た の で あ bます共要 目け別 表に て 御覽の 遮 bで あ うます其後今 日 まで 同艦型

を基礎 と し年 ρ少 しづ Y 具合 の 惡 い と云 ふ 黙 を改良 し尢 もの が建造 され て居 る の で あ b

ま す 。

　只茲 に 一 隻 目下佐 世 保工廠で建 造 中の 夕張 と云 ふ 艦 が あ bま す が別 表要 目で分 りま す

va　b排水量 は 天 龍級 よ りも一段小 さ く併 も片舷 に打 て る 砲數 は 球磨 級 と同
一

で あ り叉 逋

力 も同 じ樣に 出 さ うと云 ふ の で あ り2 して頗 る 能卒 の 高 い 艦 で あ りま す 我 々 は 其完成 を

鶴 首して待 つ て 居 る 次 第で あ bま す 。

驪逐艦附水習艇

　過去二 十 五 年 間 に建造せ られ た る水雷艇 六 三 隻排水量 六 ， 二 六七噸 馬カー二 六 ， 六〇〇

驅 逐艦 隻數 一
二 五 隻排水量八 七 ， 七四 五 噸 馬 力約

一
， 九 つ○，○○ ○ に 上 bま す 。

　今 日 で は 單 に驅 逐艦 と の み 申して 居 b2 すが元 來 は 水 雷艇驅逐艦 と云 ふ の で あ b2 し

て 火 艦 を襲 撃せ ん と して 共周邊 に蝟 集 し來 る水雷艇 を盤擾す る の を主 な る 目的 と して 出

現 し尢 艦 型 で あ りま しπ が 今 日で は 各國 と も最 早水雷 艇 は造 うませ ず 自然 潸耗 に任せ て

居 る有様 で あ b2 すの で 驅逐艦 の 本來 の 目 的は淌失 しプ〜の であ b ます が 今では 驅 逐艦 自

身が昔 ノ）水雷 梃 に成 う代 つ て大艦 の 襲撃 を S ）　bます し又敵 の 驅 逐艦 と戰 鬪 を交 へ て 敵驅

逐艦 が 我大艦 を脅か す こ とな き樣 に す る 任務 を負 つ て 居 う2 す 。

　此 種 の 艦 の 元祗 は今 よ b約三 ＋ 年前英國 の 「ヤ ・ 一」會瓧 で 出來 9 し六 「ノ ・ヴ ォ ッ
ク 」及

同年 「ソ ー ・ ク ロ 7 ト」會瓩 で 出來た 「デ ーア リ ン グ 」等 で あ bま す其等 の 艦 の 要 目は次

記の 通 りで あ bま す 。

　　　　　　　　　　　　Lノ ・ ヴ t ッ
ク 1　　　　　　　　Lデ ーア リ ン グ 1

　　　　長　　　　　　　　一 八 〇呎 　　　　　　　　　　 一八 五 眠

　　　　幅 一 九 呎 　 一 九呎
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吃 水 　 　 　 五 呎二 五

排水量 　　　　　　二 四 〇 噸

馬 　力 　 　 　 　 　 三 ， 五 〇〇

速　力　　　　　　　二 六節

　　　 ・十二 听 砲 　　一門
　　 　 t
兵 X」

『
六 听砲 一 門

　　　
1

魚 雷發
ト

射 管　二 門

　 　 　 七 呎

　二 三 七噸

四 ， 三 〇 〇

　　二 七 節

　＋ 二 听砲

　六　听砲

魚雷發射管

一 門

一門

三 門

　之 を 今 卜1の 大 型驪 逐艦 に 比較 します る と誠 に小 さな も の で其當時 の 水雷艇 對驅逐艦 の

關係 よ t） 慈懸 隔が大 きい の で あ うます 。

　驅 逐艦 を我 海 軍で 探 用 致 しま しR の は 明 治三 十年 の 春 に前記 の 「ヤ ロ ー」 會耐及 「ソ

・一■ニ ク ロ フ ゼ 會秕 に各六隻 づ 、註 文 しR の が最 初 で あ b ま して 其 の 中の 第一隻h 明治

三 十 一
年 の 末 に 口本 に到 著致 しま した 共等 の 艦 の 要 目は 別 表 に て 御覽 の 通 6で あ うま す

共 後 更に 二 隻づ   兩 肚に 註 文 に な りま して 合計十 六隻英國 か ら參 bま しプ〜其後 は 總 て 内

地 に て造 る こ とに な b ま しカ が唯二 隻だ け巡 航用 と して 「デ ィ ぜ ノレ 」 機械 を備 へ 行 動範

圍 を大 き くしプ説 の が 英國 「ヤ ロ ー．」會瓧提案に な b ま し尢 の で 試 驗 的 に 註 文 した もの

が あ bます 其 中一 隻は歐洲 大 戰の 際伊太利 に 讓渡 しま して 日本 に參い 尢 の は 只
一

隻丈 で

あ bます 。

　内地 で造 らま し尢 最初 の 驅 邏艦 は 春雨級で あ bま して 其 設計 は 「ヤ ロ ー」 型 の 驅 逐艦

を 土臺 と しま して之 に 種 々 の 改良 を 加 へ 尢 略 の で あ bま す別表に て 御覽の 通 b兵 装は 元

の 儘 で あ bま し尢 が排水 量 は 塘 し速 力は減 じて屠 うま す 一見致 し尢 所 で御 手本 よ ウ蓬 に

劣る 樣 に思 は れ ま す が實 は さ うで は な い の であ bます夫 と 申し2 す の は 「ヤ ・ 一」 肚 の

艦 で も 「ソ ・一　＝ ク 卩 フ ト 」肚 の 艦 で も英國 に て 公試運轉 を行 つ 尢時 に は 成程 速 力 も契約

逋 b三 十 一節 な わ叉 は 三 十 二 節な b出 て居 り
『
ます けれ ども何れ も拂水量 が實際就役 の 場

合 よ b輕 くあ b2 し疫 し又 試驗 標 桂の あ る 場所 の 海底が 極 め て淺 き爲 め驪 逐艦 の 如 き高

速 の もの に 對 して は 極 めて 有利の 状況 にあ bま し尤 の と會瓩 の 運轉 を掌 る 人 々 の 枝倆 が

非 常 に卓趣 して居 る と云 ふ樣 な事 が集 つ た結果 で i6　b　2 して受領後 日本 に持 ち歸 う邏轉

して見 る と中や 公 試當時 と同標 な速 力は 得 られ 2 せ ん の で あ b設 し尢 夫 で 日本 で建 造 し

尢 もの は 始 め よ b普通 の 腴 況 で 出 し得 る樣 な速 力に 下 げ排水量 も叉 必 要 な荷 重 を積ん だ

状 態 に 直 し疫爲 に 噌 した譯 な の で あ b ます 此が明治三 十 四 、 五 年 の 事 で あ うま して夫 よ

う引績 き年 々 三 隻 とか 四隻 とか 同 じもの を造 つ て 居 うま し尢其 中 日露 戦役 に な bま して
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一時 に 多 數の 驅 逖艦 を要 す る こ とに な つ 左 の で 是又同
一 の 型 を踏襲 しま して 約 四 十 隻 ぽ

か b同 じも の を造 b ま しR 。

　 nJJ　th四十年 に 至 う一等驅 逐艦 の 海風 、 山風 が設計せ られ 同四 十 四年 に 至 b 竣工 を致 し

R しカ が之 は 別 表に て御覽の 通一足 飛 に 長足 の 進 歩 を致 し尢 の で あ bま す勿論 此 は 我國

の 獨創 にか か る と云 ぶ の で あ りませ ん で 英國 で は 既 に 「ト ラ イ バ ノv 、 ク ラ ス 」 と呼 ぱ る

る 驅 速艦 が 出來 て 居 6ま して海風 、 山風 よ bも排 水量が小 さ くて 略同 じ蓮 力 を出 して居

bます尤 も兵装 は 日本 の 方が遙 に勝つ て居 bま すか ら排水量の 大 な b しは 當 然 の 事 で あ

bま す此 二 隻が 我 が海軍 で驅 逐艦 に 「タ ル ビ ン 」機械 を探用 し2 しn 最 初 の 慾の で あ b

ま して 夫 よ う後は 一 等驅速艦 け 皆 「タ ル ビ ン 」機 械 を用 ゐて 居 62 す 。

　 海風 、 山風 の 出來 プご翌年 に櫻 、 橘の 二 隻 の 中型驅 逐艦が 竣工 致 しま し尤 此 中型 の 起 b

は 是非此 型 が欲 しい と云 ふ よ 6は寧 ろ豫 算 の 關係か ら出現 しn か の 樣 に聞 て 居 参ま すが

此 よ う後は
一・

s 二 等 と 併立 して 造 ら る る 樣に な b2 しカ 。

　 大 正元年 の 夏頃 に 「ヤ ロ ー」杜 よ う普通 の 「タ ノVe ン 」 機 械 D 外 に巡航用 と して 内燃

機 を備 へ 著 し く行 動 範 圃 の 擴 大 しn る艦 の 提 案が あ 6ま して之 を試．驗 的に 註交 しプaの が

浦風 で あ b設す 此 は 内燃機 關 と 「タ IV ・U“ン 」機關 とが 同一軸 を廻 は す こ と に なつ て 居 る

の で あ うま しプZが 共懸 け外 し其 他に 思 ふ 樣 に行 か ぬ 所 があ b ま して 内燃機 關は共後 陸揚

して 仕舞ひ ま し尢 。

　次 に
一

等驅 逐艦 に て は 天 津 風級 （大 正 五年 度乃至 同六年度竣工 ）谷風 級 （大正 七 年 度

竣工 ） を經 て峯風 級（大 正九 年 竣工 ）に 至 b夫 よ b大 正 九年度建 造著手 の もの 迄 數年 間同

艦 型 を墓礎 と し豊 して 不 便 の 黙丈 を年 々 に 少 しつ つ 改 良 し て 參 らま して大 正 十 年 度建造

著 手の もの に 至 b ま して少 し く艦型 が變 うま し尢 が是迚 も大 した 變 虹で は ない の で あ b

R ナ 。

’

谷．風級以來燃料 に 重油 を専用 しR し尢 の で 汽罐の 重量が著 し く減 じます し更 に 峯風 級

に至 りま して 「オ ーノVS ヤ 、 タ ノレ ビ ン 」 に な りま して 燃料 の 淌費 も減 じま した の で 高 速

力 を 出す に 非常に樂 に な b2 しlt。

　又 二 等驅 逐艦 に て け櫻 、 橘 の 後大 正 三 、 四年 職役 に 際 し急遯 を要 する もの が1］
’
　b2 し

尢 の で 櫻 級共儘 の 慾の を十 隻建 造 し淫 して別表 に は 要 目が違 つ て 出 て居 ま すが此 は櫻級

の 出來上 う状態 に 合ふ樣 に要 目を改 め7zrkで あ ろまして艦 夫 自身 は 同一 なの で あ り
ー
ます

次 に 桃級四隻が大正 五 年 に 出來 ま し六 が此 が二 等驅逐艦 で 「グ ノv ビ ン 」機械 を探 用 しn

始 め て の 者 で速 力 も從 て 墫 加 して 居 りま す夫 よ 6櫓 級（大 正七年 竣工 ）を經 て 縱級 （大 正
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入年 乃至 九年 竣工 ） に至 ウ燃料 は重 油 を専用 し機械は ［オ 鱆
ノ

レ ギ ヤ 、 久 ル r ン 」 とな う

ま して艦 型が
一

定致 し2 して大 正 九年 度起工 の B の ま で 同艦 型 に基 き毎年 不 便 の 點 を少

しつ つ 改良す る程度 で あ b2 しプこ大 iE十年度起工 の もの は 少 し く艦型が改 2 りま しプ〜が

一等驅 逐艦 の 場 合 と同 じ く是亦 大 し力 變更 で は ない の で あ b2 す 。

　水雷 誕 に 關 しま して は前に も
一

寸 申 しま しπ 通 う過去 二 ＋ 五 年 の 期 間の 初め の 時蝴 に

は 多数 造 bま し7eが 餘 りに 小型 なる爲 め航 海 に 困難 を威ず る の と共攻 繋力 も極 め て微 々

7eる もの で あ りま す し共上 驅逐艦 出現 の 今 日迚 も任務 を誰 ナ こ とP咄 來 な い の で 明治三

十 七年 以 來 全然建造 を止 めま して 今 日 では 自然 淌耗に 任 す と云 ふ 有樣 で あ うま ナオ・ ら別

に 申上 げ裟せ ぬ 。

潜 水 艦

　潜水艦 に關 しま して は 兎角機密収 扱 を要す る 事項 が 多 い の で あ りま す か ら公 表 を許 さ

れ て 屠 る程 度 の 要 目丈 を別表に して あ 6ますか ら其 れ で 御覽 を願ム こ と と致 しま して 別

に 申述べ ませ ぬ 。

特　種 　艦　艇

　以上 申上 2 した外 に 宮古 とか 千 早 とか云 ふ樣 な逋報艦 や 河用砲艦 、 淺吃水砲鰭 など申

す種頬 の も の があ b2 すが 餘 り興 味 の あ る も の で もあ うませ ぬ か ら要 目を別 表 に記 し尢

丈 で 御話 は省 く こ と に致 し ます 。

　以上 は 軍艦 の 發 逃 の 大 要 で あ bま すが軍艦 の 發 達 け 申す 迄 も な く兵 器 、 甲鐵 、 機 關等

の 發 達 に負 ふ 所大 な る次 策で あ b ま すか ら其等に 關 し て二 三 申．ヒ麦 い と思 ひ ま ナ 勿論 自

分 の 專門外 に 屬 す る 所 に 餘 り深 く入 62 す と誤 b を傳 へ る虞 が あ bま すか ら極 ぎ つ と申

上 げま す 。

兵 器

　砲煩 に 就 て 申2 すれば圭 砲は 富士 よ b河 内ま で は 皆＋ 二 吋 砲 で あ b2 すが 富士 の B の

は 砲身 も短か く四 十 口 徑 で あ う2 して 從て 勢力 も除 う強 い もの で は あ bませ ぬ 又 砲塔 の

取 扱 に 眺 不 便 な點があ b2 しプZ即 ち固定 装填式 と申す も の で 彈藥庫か ら殫 藥の 供 給 を受

く る 爲 め に は 其度毎 に 砲 の 方 向 を艦 の 首 尾線 に 戻 さ な けれ ば な ら なか つ R の で あ bま す

尤 も或 る數 の 彈藥は 應急用 と して 砲塔 内に 準備 してあ b2 して 夫 丈 は 旋囘角度の 如 何 に
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閙せ ず 只一 定の 仰 角に さ へ 戻 せぱ 装填 出來尢 の で あ b繋す が 夫 を打盡 し力 後は旋囘 角度

を戻 す必 要があ らま しn 敷 島級に 於 きま しては 旋囘 角度如何 に關せず 弾藥 の 供給 自由で

あ ウま しカ が獪仰 角の 方 に 於 て或 る 制限 を受け て居 b ま し尤 が後 に は何れ の 旋 囘 角度 に

於 て も叉 何 れ の 仰 角度 に て 毬装墳が 出來 る樣 に な b2 し7Z、 砲 身の 長 さ は 鹿 島級 以 降 四

十 五 口徑 とな 6其結果勢 力 も富士 級の もの に比 し五 割 も増加 しま しだ 河 内に至 bま し て

は前 後の 旋囘 砲丈 は五 十 口 徑 の 長さ に なつ て居 う2 して 更 に勢力が塘 加 して居 うます 内

地 で 十二 吋 砲 を造 つ て 自給 す る樣 に なつ 尢 の は筑波が初 め で あ bま して 其以後 は供 給 間

に 合 は ぬ 場合 に 限 う外 國 に 註文 し尢 の で あ bます 。

　 卜二 吋砲 は 五 十 口徑 長 の もの を最後 と して十 四吋 砲 に移 b2 し尢 此轉換 の 動機 は 共 頃

甲 り戰闘 距 離が漸 次 大 き くな る傾 向が あ つ た の で 其當時 の 十 二 吋砲 よ b も遠距離 に 逹 す

る B の が欲 しい の で あ bま し尢 が 夫 に は 十 二 吋砲の 砲 身長 を墳 して 目的は 達せ ら る る 譯

で あ bますが 砲 身が長 くなる と種 々故 障が起 り就中熱琵 斯 の 爲 めに筒 内面 が侵 蝕せ らる

る こ とが甚 しい の で 其結果 命中精度が急 に低下 ず る 即 ち砲 の 生 命が短 か い と云 ふ 大 困難

が あ る の で あ うま す夫れ に砲が 大 き くなれば 甲鐵 の 穿徹 力 を同一 に しtd場合に は 炸 藥 の

量 を増 す こ とが 出來 て 破壊 力は著 し く檜す の で あ b2 す是等 の 點か ら して砲 が大 き くさ

れ プ之の で あ b2 す 。

　 日 本で 十 四 吋砲 を探用 し尢 の は 金 剛級が最初で あ bま す之 を決定 す る 要で に は 多少議

論 殖あ b2 し尢 が 其 當時 英國 では 公 然發表 して は居 bませ ん で しπ が 既 に 戰 艦 1オ 冖ラ

E オ ン 、」級や 巡洋 戰艦 の 「ラ イ オ ン 」 級に十 三 吋牛 の 砲 を備 へ る こ と に な つ て居 うま し

て 此 大 きな砲は 筒内面 の 侵蝕が 少 くて 命 中精度 が大變 に よ い と云 ふ の で 一 も二 もな く同

一艦 に十 四 吋砲 が探 用せ られ た の で あ bま す 。

　 夫か ら長門級に 至 うま して終 に 十 六吋砲 が探用 され ま し尤 が其理 由は 殆ん ど前 に 述べ

穴 十 四吋砲採用 の 場合 と同一で あ bます兎 に 角軍艦 に＋ 六 吋砲 を採 用 し疫 の は 我海軍が

最 初 で あ り2 す （十 五 吋砲 は 英國 の 海 軍で 大正 二 、 三 年 頃 か ら 「ク ヰ
ン ニ リザ ベ ス 」級戰

艦 に使用 して 居 b2 し尢 ）。

　 中 口徑 砲 に 於 き2 して は富士 の 時代 よ ウ扶桑級 まで 六吋砲 で あ bま して 共後 最初 四十

ロ徑 の 毬の が四 十 五 口徑 に な b五 十 口徑 に ま で 進 み2 して 勢 力 も之 に 伸 つ て 進 み ま し尢

の で すが伊勢級以降 口徑 が五 ・ 五 吋 tc下 bま しn 一 寸 退歩 し疫 樣 に 噛 見 へ ます が之 は さ

うで ない の で あ bま す 其理 由は六吋砲 は歐 米 人 の 磴格 に は適す る の で あ b2 せ うが 撮丸

の 重量が＋ 二 貫 目 もあ bま すの で 日本 人 の 體格に は少 し過重で あ be して初 め の 中は よ
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う しい の で すが長 い 時闘の 中に 砲 員が疲勞 し て 發射速度が大 變に 落 ちて來 2 す の で 夫 よ ，

bは 一
個の 揮 の 重量 は減 じて も繆始 一一貫同一

速度 で 發射 し得 る もの 丶方が效 力が多 い E

云 ふ の で あ りま す 。

　最近 に 至 ウ各國 と も高 角砲 と云 ふ の を採 用 して居 b ます我 海軍 に於 て も巡洋艦 以上 皆

之 を持 つ て 居 りま す之 は七十 五 度位 迄 の 仰 角が き くも の で 飛行 機 を撃退 す る爲 めの 噛 の

で あ 62 す 。

　魚雷に 就 て 申しますれ ば 明治三 十 年 頃 には 巡洋艦 以下 には 十 四 吋 の もの が 用 ゐ られ 戦

艦 や裝 甲巡 洋艦 に は 十 入 吋が用 ひ られ て ig　bま し疫 我海軍驅 逐艦 は始 めか ら十 八 吋 を擽

用 して居 bま しn 同 じ十入 吋 で M 後の 方 の もの は 速 力 と云 ひ射釋．と云 ひ段 e 進 歩 し て 來

て 居 う2 す が 僧其上 に も爆藥 を多 く持 ち尢 い と云 ふ の で 終 に 二 十 一 吋が 出來 金剛 級時 代

以 後專 ら用 ゐ られ て居 b2 して速 力も射程 も大分 に 塘 して 尻 ウ2 す 之が
一

つ は戦 鬪 距離

を大 き くす る原 因 に なつ て居 る樣 で あ う2 す 。

甲 鐵

　 甲鐵 は 富士 の 1 の は 舷側 水線 に 於 て ＋ 八 ［1・J’の 合成 板が用 ひ られ て あ b2 す此合成板 と

中 します の は表面の 方厚 さ の 三 分 の 一
が鋼抜で 後面 の 方 の 厚 9 の 三 分 の 二 が鐡板 で あ り

ま して 此二 枚 を鎔接 し左 もの で あ b2 す 其意 味 は 鐵板は 敵彈 に 貫逋 され 易V・ が 割れ る ζ

とは な い 又 鋼板 は 敵弾 を止 め る に は 有效 だ が割 に易 い と云ふ の で あ うま し て各 一長一短

が あ bま す の で 典兩者 の 特 徴 を併有せ し めん とす る にあつ 7tEtの で あ りま し て 其效 果 は 締

鐵 板 の 一
、 二 五 倍 の 價値が あ つ R と 申す こ とで あ りま す 此 合成板は 敵彈 の 衝撃 に よ り兎

角表面 か飼落す る の 缺點が あ b2 す の で 全 部鋼質の 甲鐵 の 改 冥 が研究 され て 居 うま しn

が絡 に 今 よ う三 十 年 ばか 6前 に 米國の 技緬 「ノ
・一 ヴ ニー

」 と申す 人 が 「ニ
ッ ケ ノレ 」 鋼 を用

ゐ之 it　一・種 の 方法 に よ 6共表 面 を硬 化 する こ と を發 明 し ま し穴 此 甲鐵 が 非常に 有效 で あ

っ 尢 の で 甲鐵 の 製法 が鉉 に
一

新せ らtLま して 各 國 と も之 を用 ゐ ま した我 敷 島級 は之 を採

用 しま し尢 の で 」4結果冨士 に て 厚 さ の 十 八 吋 慾あ っ 尢 水線 甲鐵 が 一時 に九吋 に 減少 せ ら

れ 虎 の で あ bます 同時 に 防禦 の 酊 胱も擴大 され プ〜の で あ りま す此 「ノ ・ 脚ヴ z 　一一」の 方 法 を

更 に獨 逸の 「ク ノレ
ッ ブ 」 瓩 に て 改 良 し尢 も の が 「ク ノv ッ プ

、
セ メ ン デ ッ

ト」 甲鐡 と 申し ま す

の で 表 の 中に K
、

C ご記 しカ の が さ うで あ bR す三 笠 に始 め て 用 ゐ られ ま しだ 夫 か ら

數年經つ て 金剛に至 bま し て は 其當時英國 の 「ヴ
ィ ッ カ ース 」會瓩で 「ク ノレ

ヅ プ」 の 製 法

を叉 更 に 改 頁 して 11ヴ ィ 。 カ ー ス
、

セ メ ン テ 。 ド」甲餓 と云 ふ の を造 つ て居 b ま し尢 の で
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之 を採 川す る こ と 丶 な bま して表 中に V・
、

G
、 とあ る が そ れ であ bます 其 後今 日迄 同質

の も の を用 ゐて居 6ます 。

　 内地 で 甲鐵 を造 う初 め 2 しR の は 明治三 ＋ 四 、 五 年頃か らで あ bま して 其當時は 正式

に製法 を學ん だ の で な く富士 時 代か ら敷島級建 造當時 監督 官 とし て英國 に行 つ て居 b2

した 人逹 が見樣 見其 似で 造 b始 め た 弛の で 初 め の 中 は 中 や 思 ふ樣 な 宅の が 出來ず 非常 に

苦心 ぜ られ尢様 で あ bま す之 を軍艦 に 用ゐ ま した の は 筑 波が最初で あ bま す夫 よ b以降

河内級 の 時｝代 まで一 方 で研究 しなが ら兎 に 角 自給 し て居 つ 允 の で あ うま すが時 々 外 國 の

甲鐵 を買 つ て試驗 を して見 ま す と外 國 に於 け る 進歩が 著 しい の で 邃 に金 剛 建．造當時 に

「ヴ ィ ． ヵ 一ス 1社 に っ きて V
、

C
、 板 の 製造 を習得 し其後 の 巡戦及 戰艦 に は 内地製 V

、
　 C

、

の 板 を使 用 して居 62 す が 今 日 で は技倆 も非常に 進み 御師 匠様 に 比 し遯色 な き樣 に なつ

て 居 b2 す 。

　 甲板 の 序 に 防 禦 と申す こ とを少 し申上 ま す先 づ 砲引眼に 對す る防禦 を御話致 します が之

を便宜 上垂 直面IYJ禦 と水 不 面防禦 とに分 ちます と砲戰 距 離が大 きか らざ b し時 代 に は弸

道は 牛 プこい の で 垂直面 防禦が 非常 に大 切 で 水 李面防禦 け 左程 重 く考 へ られ て 居 6まぜ ん

で し尢 が近 頃 の 樣 に 砲彊距離が 二 萬米 突 を突破 して 二 萬數千 米突 に も逹す る樣 に な 6ま

して は 彈 は 二 十 度或 は 其以 上の 大 落 角 を以 て 落 ち て來 る と云 ふ 有機 で あ bま すか ら永 卆

面 防禦 は 徑祕 する どころか 非常に 大切 に な つ て 參 うま し尢 特 に 舷側垂 直面 の 方 は 敵が 眞

横に 來 た と きが
一

番 不利 で あ bますが そ ん な機會 は 極 め て稀 で あ bま すが水不 面防禦 は

敵 の 位置 の 如 何 に 關 し ない の で あ ウま す し併 も敵 弾 に 曝露 ず る面積が非常に 廣 くあ bま

す の で 近來 の 如 く砲 の 威力が強 くなつ R 場合 に於 て 之 を完 全 に防禦 す る と云 ふ こ とは 中

々 容 易な らぬ 重量 を要 す る の で あ 6 ま し て 勢 ひ防 禦面 殯 を狹 小 に し共 代 う防禦 を要 す る

とこ ろ は 十 分 に 防禦す る と云 ふ 策 を取 る よ う外 ない の で あ う設す新 し き艦 に於 て 前 後部

の ノk線 甲鐵が なくなつ 尢 の は 夫才L が爲め で あ うま す 。

　魚雷 に 對 す る防禦 は 古 き艦 で は餘 わ考慮 を拂は れ て居 らなか つ 7eの で あ らます 此 tt−一

っ は 魚 誌 っ破 壌 力が 小 さか っ n の も一
っ であ b ます が 魚雷 は 中 やあ た る も o で な い と云

ふ 標 な考 も交 つ て 居つ た か と思は れ ま す 共後魚雷が發逡 して 共威 力が非常に増 し尢 の み

な らず潜水 艦 な ど も出現 しま して魚 雷 命rlの 機會 t 多 くなつ た の で 此點 に 向つ て も相 當

考慮 を拂 ；士 ね ば な らな くな b2 して 各國 と も種 々 の 工 夬 を凝 して居 る樣 で あ うま す ．：

　叉 今 後は 飛 行機 よ り投下 す る爆 彈に 對す る 防禦 も相 當に 考慮 を要 す る樣 にな つ て奉 0

2 し穴 現 に華府會毒養に 於 て殘 存軍艦 に對 し飛行機 及魚雷 に對す る 防禦の 爲 め排水 量三 千
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鷺 船 協 愈 曾 轂　　　第 參 捨 貳 號 還 」

噸以 内の 増 加 な らば改 良 して よい と云 ぷ こ とに なつ て居 り
ー
ます 。

機 械

　主 機械 は 始 め の 中は總 て 「レ シ プ ロ ク ーチ ン グ 、
＝ ン ジ ン 」 で あ bま し7？2；戰 艦 で は

安藝 よ ウ巡洋戰艦 で は伊 吹 よ 6巡洋艦 で は筑瞳i級 よ う一等驅 趣艦 で は 海風 級 よ う二 等驅

逐艦 で は 桃級 よ う 「タ 〆 ビ ン 」 が採用 せ られ ま して 其 「タ ノV ・e・　7 」 の 式 も今 日で は 種 々

あ bま す 「タ ル ビ ン 」 探用當時 の も の は無 論直 結式 で あ bま し尢 が御承 知 の 通 う 「タ ノV

ビ ン 」 は 可成 囘轉の 早 きを有利 とし推 進機 の 方 は 可成 囘轉 の 遲 き を有利 と しま す の で之

を調 節す る 爲 めに 今 日で は共問 に 「ギ ャ
ー」 を讚 き減 速 す る方 法 を採 っ て居 ウま す 。

　罐 の 方 は 装甲巡洋艦 の 淺 闘 と巡洋艦 中の 高砂 級及 明石 丈 が圓罐 で あ bま し て 共後 は水

管式 が採用 され て居 b一
ます水管式 もこ も宮原 式 、 「ベ ノtr ヒツ レ 」式「ニ ク ・ 一ス 」式「ヤ ・ 一

」式

「ソ
ー ＝ ク ロ フ ト」式等 が用 ひ られ ま し亢 が近頃 で は 艦 本式 と唱 へ て「ヤ ロ ー」式 に 近 似し

て更 に改 良 された もの に
一

定せ られ ま し友 。

　此 「タ ノVtr 　v 」機械 と水 管式罐 との 採用 の 結果機 關部 の 重量 が大 分減ぜ らる る に至 りま

し尢 が最 近 更 に重 油 を澤 山用 ふ る樣 に な 参ま して特 に著 し く機 關部 の 重量 と容 饋が減ぜ

られ ま した の で 設 計者 は 大 に 築 に な りま し力 今茲 に 重量幄減 の 一例 を申 しま ナれ ば 機關

部重量一噸當 b發生 しま ず馬力 を各艦 種 につ き比較 しま す る に富士 の 一 一
身易に對 し長 門

に て は二 〇 附近 に 、 淺 間の 一
二 ・ 五 に 對 し金 剛 で て一 四 ・ 五 高砂 の 一 四 に對 し球磨 級で は

五 〇 附 近 春雨級 の 四 二 ・ 二 に 對 し峯風級 に て七〇 附近 に達 し て居 うま す共 中で も最 も差

の 大 な る も の は重油 を澤 山用 ひ て 居 る輕巡洋艦 及 騒 逑艦 で あ うま す 。

・ 術最近 に 至 うま して 米 國 海軍 に て は歯 車装 置の rc　b に電氣 を應用 し た減 速装 置 を 戰

艦 、 巡洋戰艦 に 大 分遣 つ て居 うます 低速 力の 時 の 燃料 が 非常 に經 濟 に な る と云 ふ こ とで

あ うます 今 ［1迄の 處 で け 齒車式 の 識速装置 よ b も重量が重 い こ と共他 に電 氣的 の 困難の

黙 も あ る樣で
一概 に何れ が よい と も申 きれ ぬ 様 で あ りま すが 兎に 角十 分 研究 をす る 價値

あ る も の で あ 6ま ナ現 に 我1毎軍 で も給 油艦 紳威 1こ之 を採用 致 し ま して 遠か らず 米國 よ う

囘航 して 蔘 らま す の で 到著 の 上 け 十 分研究 を立鋤 られ る こ と 丶信 じま す 。

　絡 に 臨み 本講演 の 材翠1の 集 め 方 並 に 圖面調製 等1こ御毳 力下 さっ だ 岡村鱒 譜 並 岡 君指士覃

の 下 に 手 博つ て下 きつ た 方 々 に御禮 を申上 げ ます 。
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